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ファレイ数列の性質について
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本論文ではファレイ数列の様々な性質について考察を行う. ファレイ数列は, 以下で定

義される数列である.

定義 8. 正の整数 nに対し, 0 ≤ h ≤ k ≤ n, (h, k) = 1を満たす整数 h, kで作られる分数

h/kを昇順に並べた数列を, 位数 nのファレイ数列といい, Fnと表す.

位数が 1から 8までのファレイ数列は次のようになる:
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本論文ではいくつかの性質を見つけ出しそれを示している. その中でも次が主結果で

ある.

定理 6. h/k, h′/k′が Fnで隣り合うとする. このとき次が成り立つ.

(1) s ≥ k + k′に対し, (h+ h′)/(k + k′)は Fsの項になる. また, k + k′ ≤ s < k + 2k′のと

き (h+ h′)/(k + k′)と h′/k′は Fsで隣り合い, s ≥ k + 2k′のときは隣り合わない.

(2) s ≥ k + k′に対し, (h+ h′)/(k + k′)は Fsの項になる. また, k + k′ ≤ s < 2k + k′のと

き h/kと (h+ h′)/(k + k′)は Fsで隣り合い, s ≥ 2k + k′のときは隣り合わない.

定理 7. Fnにおいて, 分子が 1となる項が第 2項の 1/nから第 [n/2]+ 2項の 1/[(n+1)/2]

まで [n/2] + 1個連続する.

今後は, ファレイ数列の項を一般式で表すことができないかという問題に取り組んで

いく.
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